














要約:遺伝相談の内容について検討した結果,産婦人科を訪れる来談者は遺伝病の診断が既

に確定しているものが多く,次子に対する出生前診断を目的としていた。高齢妊婦に対す

る染色体検査の希望が最も多い。妊娠中期以降の胎児異常に対する羊水検査が最近増加し

た。またこの群に染色体構造異常保因者に次いで高い染色体異常が発見された。遺伝子診

断に必要な絨毛検査はごく一部の施設に限られ,九州地区ではまだ普及していない。また

大学病院や公的病院からの依頼件数が増加していた。検査実施件数では地域格差が顕著に

認められた。

検体の 94%が外注であった。また,超音波診断の精度向上や遺伝子診断の導入に伴って出

生前診断は最近急速に多様化かつ高度化し,多施設間の協力なくしては充分に行なえない

ことも明らかになった。


